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事業者名 社会福祉法人　天水福祉事業会

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

環境保全、地球温暖化防止の観点から重点的な取組みを行うことで、働き続けられる、そして魅力を感じる施
設づくり、ひいては住み続けられるまちづくりを目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

電力やガソリンなどエネルギー使用量の削減を行う

エネルギー使用量
2023年27,000KL
→2026年25,000KL
（8.0％削減）

社会

経済

環境

リユース・リサイクルを推進すると共にコンポスタを活用
し廃材、フードロス及び残菜の削減を行う

廃材、フードロス量
2023年1,900L
→2026年1,700L
（8.0％削減）

社会

経済

環境

ダイバーシティ経営に向けた環境の整備を行う

・女性幹部職員割合
　2023年30％
→2026年50％
・地域交流スペースを活用した交流イ
ベント（トッキ―）開催
2023年 3回
→2026年 6回

社会

経済

九州電力、九州電気保安協会、玉名市民生委員協議会、玉名市私立保育園協会、熊本県地域の縁がわ事業と、
目標値達成や交流イベント実施等について情報や助言をいただくなどの連携を図ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

ほぼ目標は達成できた
（5％削減）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

電力やガソリンなどエネルギー使用量の削減を行う
２０２３年までに現在の使用量と比べ
て５％の削減を目指す

エネルギー代金高騰もあったが、使用量削減については
ほぼ実施が出来た

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

２０２３年までに廃棄やフードロスを現
在の５％削減を目指す

前期の指標に対する実績

リユース・リサイクルを推進すると共にコンポスタを活用
し廃棄食材（フードロス）や残菜の削減を行う

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

コンポスタを活用し廃棄食材（フードロス）の削減は出来
たが、残菜の削減は横ばいだったので、目標は未達成
だった

三側面
（分野に☑）

環境の整備は概ね出来上がったものの、諸事情により目
標達成には至らなかった

女性幹部職員は30％で割合増加とは
ならなかった
コロナ禍で交流イベントの減少を余儀
なくされたが、新たな実施に努める

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2％削減に留まったが、削減意識は高
まったと思う
残菜の削減に努める必要がある

ダイバーシティ経営に向けた環境の整備を行う
女性幹部職員の割合を増やす
地域交流スペースを活用した交流イベ
ント（トッキー）を実施する

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


